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「民族」としての見方を政治経済的な観点からとらえた。2 部は Haqniq ssaq =ハニ種族、Akaq ssaq＝
アカ種族の文化であり、3部は「哈尼族」の「文化」ということができよう。この２つのアプローチは折
衷できないが、ハニ=アカ族の場合いずれも必要なことがわかっていただけると思う。 
その上で、従来の研究でも中国でもよく知識人から中国語でいわれる「漢化」という曖昧な変化につ
いて人類学的に分析してみたい。我々は翻訳的「近代」の中にあってわかった気になっている翻訳の過
程に立ち会うことが、まず世界民俗学における人類学者の役割だと考える。 
まず、自文化研究者からも漢族の研究者からも政治的に決着しているがために人類学的分析がされて
こなかった「支系」という問題があった。ハニ語、アカ語でいわれていることを人類学用語で分析した
上で考えてみると彼らの社会構造は巨大リネージが争乱によって地域化したり、強い村落組織を創った
りする中で種族化したものと考えることができる。そこに「統治されない術」としてのしたたかなハニ=
アカ文化が醸成されたと考えることができよう。 
特に葬送儀礼における暗唱において彼らの文化はなんら華化も中華民族化もしていない。目に見える
ところに中華的な要素が多く見られるのはまさに「統治されない術」なのである。また、年中儀礼にお
いてもそれは新たな旅立ちのための予行演習なのであって、一見服属したかに見せかける回避儀礼であ
った。 
しかし中国政府による統治戦略もまた巧妙であり、客体化された「文化」の政治を行ってきた。中国
的「近代化」はまず 55+1の政治的鋳型を民族区域自治のために徐々に整え、そこに民俗を流し込んだ形
の出版ナショナリズムにより、中華民族の国民国家を形成しようとした。そこにはやはり文化大革命の
暴力的過程を必要としたのである。その後、中華民族化（1 部及び註３参照）が特に出版において整えら
れる。そこには翻訳が作用しており、客体化と実体化が特に教育によって繰り返されることで実践を変
化させていったことが東南アジア諸国の事例との比較から明らかになった。 
80 年代以降、そうした出版ナショナリズムによって客体化していった「民族文化」は 21世紀のグロー
バル化によって意識的に資源と見なされるようになった。資源化はグローバルな機関に訴える形でナシ
ョナル化をさらに強め、実体化されていく。この間の客体化と実体化を繰り返していくのに民族知識人
を養成し統制しようとするのが中国的「近代化」の一つの特徴である。こうした中で国家市場経済はか
なり強力に資源化を推進していった。 
今日の「民族誌」において必要なのはこうしたグローバル化とナショナル化の中での政治力学をみな
がらなお、一般民衆と知識人がそれをいかに翻訳していくかという過程であり、なおカテゴリーとして
の「民族」を語ることに意味があるとすれば、ハニ＝アカ族の場合、出自と文化／「文化」においてで
あろう。中国においては国家主義的毛沢東主義から多民族国家主義的市場経済下における「文化」の資
源化という「近代化」の流れを考えなくてはならない。世界民俗学というものが構想されるとすれば、
こうした普遍性を装う「近代化」の過程を比較という方法を用いてそれが複数形のナショナルな過程で
あることを示す事なのである。 
 
